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　１１月１６日に実施された「現地最終交渉」をうけて、１２月１３日から一人ひとりの意向を確認する個人面談が実施されています。


　資格を持たない一般職非常勤の仲間には、現時点では新病院に残る道は無く、北海道の別の職場に配置換えする以外に選択肢は用意されていません。


　過去の道立病院廃止時の経験から「もうここしかない」などの不当な対応をしてきた例もあり、組合としても期間中職場に張り付き、面談後の聞き取り調査を実施することにしています。


　しかし、何よりも大切なのは、「一人ひとりが自分の希望・要求をしっかり主張すること」「安易に返事をしないこと」「心配な時は組合に相談すること」です。


　今回も相手が限られた条件の中で選択することを求めてくることは容易に想像できます。しかし、考えてみると、勝手に職場を「合理化」しておいて、その上自分達の都合だけを押しつけるなど、許されることではありません。


　通勤できない所に職場を用意して、それで責任をはたしたなどということは絶対認められません。異動できなければ、辞めるしかありません。当局は「自己都合」だというかもしれませんが、私は「首切り」だと思います。


　だから、労働組合としての、たたかう基本的な構えは「一人の首切りも許さない」という　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことでなければならないと思います。労働組合として「一人の首を守るためにストライキでたたかうという決意」を持たなければいけないと思います。


　このことは、公務員が自分の首を守るためのたたかいとは違います。非常勤という、いわゆる非正規労働者の雇用を守るために公務員がストを打つという事です。ストライキの大義は我々にあります。逆に安易に妥協するようなことがあれば世間の批判の的になることを肝に銘じる必要があります。　　　　　　　（池）
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【道立病院関係】


・給食の委託拡大で栄養士の削減提案。


北見(▲１) 向陽(▲1)














　何らかの理由があって、組合に加入されていない紋別病院の職員のみなさんに、全道庁労連網走総支部からの「組合加入」の呼びかけです。


全道庁労組は、組合員の雇用確保や希望・要求に基づく異動先確保などが実現するために全力で取り組みます。


　しかし、当然ですげ、非組合員の方の相談にのることや、要求実現に向けて努力することはできません。


　過去の病院における合理化の例を見た時、「一人」になることは不利益につながる可能性があります。


　ましてや、新しくできる病院に新しく作る組合の必要性は労働条件確保など今以上に増します。


　組合に加入し共に闘いましょう！！

















